
ワーケーション推進事業 伴走支援者プロフィール情報 

ふりがな  うえだ よしみち 。 

 

 

氏名  上田 嘉通 

所属組織 一般社団法人離島総合研究所 代表理事 

株式会社なとね 代表取締役 

総務省認定地域力創造アドバイザー 

略歴 海外での都市開発・リゾート開発、農山漁村・過疎地域の振

興、東日本大震災の被災地復興事業のマネジメントを経験し

た後、JTB 総合研究所にて、全国の過疎地域・離島地域に特

化したコンサルティングに従事。全国のコンサルティングをしな

がらも、自分の地元に何もできていないことに違和感を抱き、

2018年 4月に地元である埼玉県寄居町に U ターンし起業。地

域振興のコンサルティングをしながら、飲食事業、宿泊事業、

旅行事業を立ち上げている。 

保有資格 国内旅行業務取扱管理者 

技術士（建設部門、農業部門） 

実績 ・特定有人国境離島地域プロジェクト推進アドバイザーとして、離島地域の戦略立案、

個人・事業者の創業・事業拡大の支援（内閣府、H29） 

・埼玉県美里町での特産品開発、地域ブランディンディング支援（埼玉県、R3～4） 

・スマートアイランド推進実証調の地域伴走支援（国土交通省、R2～R4） 

・東京宝島 サステナブル・アイランド創造事業業務の地域伴走支援（東京都、R4） 

ワーケーション

関連の専門性 

■専門性  

企業向け：☐経営戦略策定支援   ☐新規事業開発支援 

 ☐人事労務制度設計支援 ☐その他（                ） 

 

地域向け：☑事業戦略（計画）策定支援  ☑コンテンツ・商品開発支援 

 ☑広報・ブランディング支援  ☐その他（             ） 

ワーケーション

関連の実績 

①地域課題解決型ワーケーション LAYERS HOOP YORII（埼玉県寄居町、2019年） 

埼玉県寄居町で 2019 年に実施した地域課題解決プロジェクト。寄居町内の事業者の課題解

決に、都市部の人材がチームを組んで当たるプロジェクトに、企画、プログラム開発、情報発

信、体制整備を担う。 

②プロジェクトベースのワーケーション実践（埼玉県寄居町、2019～2022年） 

 埼玉県寄居町でのプロジェクトベースのワーケーションプジェクト。地元特産品の

みかんや梅を使ったビール開発、古民家リノベーションなど、プロジェクトをワー

ケーションと絡めて、地域外の人材との関係構築を実践。 

 

①②をきっかけに、寄居町に移住した方は２組（単身、ファミリー）、寄居町内での創

業は３組、関係人口は 20人を超える。 



申請を検討する

事業者へ 

多くの地域がワーケーションや関係人口創出に取り組む中で、条件競争に陥ると長続きしま

せん。信頼関係にもとづく地域と事業者・個人との関係性構築を大切にし、それを基礎とした

受け入れ環境やプログラムの検討が必要です。 

また、地域へのまなざしを変えることで、弱みと思っていたことが地域の武器になります。そう

いった、足元の価値に気づける視点の持ち方なども大切です。 

これまで、課題が山積、人材不足、資金不足を抱える地域でコンサルティングを実践し

てきましたので、地域課題の整理、活用できる地域資源の見つけ方、戦略・企画の検

討、人材育成、仕組づくり、地域外の人たちとの関係性づくりなど、トータルでご支援

できると思います。 

＜伴走支援マッチング希望＞ 企業・地域の応募申請時 

企業主導型 企業主導型☐ 

地域主導型 地方： 北海道☑ 東北☑ 関東☑ 北信越☑ 中部☑ 

    近畿☑ 中国☑ 四国☑  九州☑ 沖縄☑ 

 


